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市制施行25周年を記念して、また、長
崎国体を2年後にひかえて、スポーツの
振興、体力づくり、スポーツの生活化を

はかるため、市内スポーツ少年大会が、

6月11日行なたれました。この日は、西
大村中学校校庭に集合し、グ長崎国体を

成功させよう H のプラカードをかかげ、

市中行進をしました。

陸上競技場では、集団演技として、 綱

引き、 800メート ノレ リレーなどを行なっ
て盛会に終りました。

参加団体 34団体

参加数約L300名

ースポーツ少年大会聞く一

長崎国体にそなえて
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大 村市政だよ

が
受
け
入
れ
る
熱
量
よ
り
少
な
い

か
ら
で
す
。

し
た
が
っ
て
い
ち
ば
ん
暑
〈
な

る
の
は
、
地
面
の
暖
ま
り
が
最
高

に
な
づ
た
時
、
つ
ま
り
地
面
が
副

射
す
る
熱
量
と
太
陽
か
ら
受
け
入

れ
る
熱
量
と
が
等
し
〈
な
っ
た
と

き
が
一
番
暑
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
大
体
八
月
一
目
前
後
が

そ
の
時
期
に
当
り
ま
す
。

む
か
し
か
ら
日
本
で
は
、
乙
う

し
た
節
気
を
生
活
の
め
ど
と
し
、

乙
の
夏
至
な
ど
は
農
業
を
行
な
う

う
え
で
は
と
〈
に
重
要
な
も
の
と

い
え
ま
し
ょ
う
。

げ

じ

乙
と
し
の
夏
至
は
二
十
二
日
に

当
り
ま
す
。
こ
れ
は
冬
至
と
正
反

対
に
あ
る
一
つ
の
重
要
な
季
節
の

区
切
り
で
、
乙
の
時
太
陽
は
地
球

上
最
も
北
に
よ
り
、

北
半
球
で
は

日
照
時
聞
が
最
長
と
な
り
、
地
表

面
の
単
位
面
積
の
受
け
る
熱
量
は

最
多
、
夜
間
が
最
も
短
〈
な
る
の

が
こ
の
日
で
す
。

し
か
し
、
で
は
こ
の
夏
至
前
後

が
一
番
暑
い
か
と
い
え
ば
必
ず
し

も
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
、
地
面
の
副
射
す
る
熱
量
の
方

6月下旬号(1) 



大村市政だよ昭和33年4月22日第三種郵便物語、可昭和42年6月20日
(2) 

国
・
県
・
市
の
仕
事
で

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
:
:

り

マ
行
政
相
談
委
員

池
田
十
区
四
七
五
番
地

土

方

久

彦

つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
で
お

困
り
の
と
き
は
、
ご
遠
慮
な

〈
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
絶
対
守

り
ま
す
。

マ
国
や
県
な
ど
か
ら
も
ら
え

る
は
ず
の
お
金
が
も
ら
え

な
し
。

マ
役
所
か
ら
通
知
を
う
け
た

が
な
か
な
か
そ
の
と
お
り

に
な
ら
な
い
。

マ
役
所
な
ど
の
や
っ
た
仕
事

の
た
め
に
た
い
へ
ん
迷
惑

を
受
け
て
い
る
。

マ
手
続
や
申
し
出
を
し
よ
う

と
思
う
が
、
ど
う
し
て
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
。

例
え
ば
、
恩
給
、
年
金
、

登
記
、
税
金
、
保
険
、
生

活
保
護
、
環
境
衛
生
、
農

地
、
郵
便
、
道
路
、
交
通

公
営
住
宅
、
河
川
、
公
害

そ
の
他
一
般
許
可
認
可
の

こ
と
な
ど
。

農
薬
危
害
防
止
に
つ
い
て

我
が
国
の
農
業
生
産
の
向

上
と
安
定
に
農
薬
は
極
め
て
こ
れ
ら
の
農
薬
の
中
に
は

大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
。
脂
溶
性
の
も
の
も
あ
り
、
人

し
か
し
、
乙
れ
ら
農
薬
の
体
内
に
蓄
積
す
る
可
能
性
が

使
用
量
の
増
大
に
伴
な
い
、
あ
る
も
の
も
あ
る
。
即
ち
、

人
畜
、
魚
介
類
に
対
す
る
被
有
機
水
銀
剤
、
有
機
塩
素
剤

害
が
増
大
し
、
最
近
大
き
な
が
乙
れ
に
当
り
特
定
毒
物
と

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。

現
在
我
が
国
で
使
用
さ
れ
こ
の
農
薬
を
使
用
す
る
場

て
い
る
農
薬
の
種
類
は
、
百
合
は
、
指
導
員
指
導
の
も
と

七
十
種
に
も
及
び
、
殺
菌
、
に
共
同
防
除
を
し
な
け
れ
ば

殺
虫
、
消
毒
に
使
用
さ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

い
る
。

春

の

殉

国

者

慰

霊

祭

六
月
七
日
、
県
殉
国
慰
霊

奉
賛
会
大
村
支
部
主
催
の
市

内
殉
国
者
春
季
慰
霊
祭
が
、

県
忠
霊
塔
(
三
城
〉
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

好
天
に
め
ぐ
ま
れ
、
遺
族

を
始
め
、
一
般
市
民
の
参
列

者
も
あ
り
、
お
と
そ
か
に
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

農
薬
使
用
の
場
所
に
は
赤

い
標
識
を
立
て
一
週
間
後
に

は
取
り
除
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

農
林
課
を
経
由
し
て
使
用

前
三
日
ま
で
に
大
村
保
健
所

に
届
け
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

撒
布
後
の
残
液
、
空
容
器

機
械
、
衣
類
の
保
管
を
完
全

に
し
、
特
定
毒
物
の
使
用
、

及
び
空
容
器
の
処
理
状
況
屈

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

な
お
、
〈
わ
し
い
乙
と
は

農
林
課
に
お
た
ず
ね
〈
だ
き

農
地
の
転
用
は
必
ず
許

可
を
受
け
て
か
ら

最
近
の
経
済
の
進
展
に
と

も
な
い
工
場
、
住
宅
敷
地
な

ど
に
農
地
を
転
用
し
て
使
用

す
る
数
が
増
加
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
に
は
全
部
県
知
事

の
許
可
が
必
要
で
す
。
違
反

が
な
い
よ
う
必
ず
許
可
を
受

け
て
か
ら
着
工
い
た
し
ま
せ

う
。
な
お
、
〈
わ
し
い
こ
と

は
農
業
委
員
会
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
防
除

最
近
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

が
局
部
的
に
異
状
発
生
し
て

い
る
の
で
徹
底
し
た
防
除
を

し
て
〈
、
だ
さ
い
。

種 類防除適期薬 剤濃度

マルカイガラ 6月下旬i
月上旬 2回撒布エルサン 1，000倍液

コナカイガラ 7 

Jレピロカイガラ
7月上旬~中旬 |フッソール 250倍液

ツノロカイカ「ラ

な
お
、
フ
ツ
ソ
l
ル
は
特

定
毒
物
で
す
。
実
地
指
導
員

の
も
と
で
共
同
防
除
を
行
な

っ
て
〈
だ
さ
い
。

田
植
賃
金
に
つ
い
て

市
農
業
委
員
会
で
は
、
田

植
の
と
き
人
を
雇
っ
た
り
、

鋤
き
起
し
、
代
掻
き
な
ど
を

頼
ん
だ
場
合
の
賃
金
の
目
安

を
つ
ぎ
の
と
お
り
決
め
ま
し

た
.
し
か
し
賃
耕
料
は
立
地

条
件
等
で
い
く
ら
か
違
っ
て

く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

マ
田
植
賃
金
(
一
人
当
り
〉

男

女

共

八

百

五

十

円

マ
賃
耕
料
(
十
ア
ー
ル
当
り
)

春
田
鋤
起
二
千
二
百
円

麦

田

鋤

越

千

六

百

円

植

代

掻

き

千

二

百

円

【
つ
ゆ
に
そ
な
え
て
】

っ
ゅ
は
私
た
ち
に
と
っ
て

不
快
な
季
節
で
す
が
、
植
物

に
と
っ
て
は
好
季
と
い
え
ま

し
ょ
う
。
と
く
に
稲
は
つ
ゆ

と
と
も
に
発
展
し
た
と
い
え

ま
す
。園
芸
の
方
で
は
、
か
っ
葉

樹
の
移
植
、
き
し
木
、
野
菜

の
定
植
な
ど
絶
好
の
季
節
で

す
。
ま
た
、
害
虫
が
は
び
乙

り
、
病
気
の
出
や
す
い
と
き

で
も
あ
り
ま
す
。
雑
草
も
の

び
て
き
ま
す
。
と
に
か
く
自

の
は
な
せ
な
い
と
き
で
す
が

こ
の
つ
ゆ
を
利
用
し
た
手
入

れ
に
手
落
ち
の
な
い
よ
う
に

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

l， 
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お
し
ら
せ
コ
!
ナ

l

山
開
き
近
ず
く

場
マ
費
用
テ
ン
ト
、
毛
布
は

無
料
で
貸
出
し
ま
す
が
、

食
費
、
燃
料
費
、
交
通
費

は
各
自
負
担

マ
資
格
ど
な
た
で
も
け
っ

こ
う
で
す
が
、

，学
生
の
み

の
グ
ル
ー
プ
は
中
学
生
以

上
と
し
、
学
校
の
許
可
を

得
る
こ
と

マ
申
込
七
月
五
日
ま
で
に

商
工
観
光
課
ま
で
申
込
み

〈
?
き
し

ー
市
民
キ
ャ
ン
プ
大
会
l

自
然
に
親
し
み
、
心
身
の

健
康
を
増
進
す
る
た
め
、
野

岳
湖
キ
ャ
ン
プ
場
開
き
の
行

事
と
し
て
第
三
回
市
民
キ
ヤ

y
プ
大
会
を
行
な
い
ま
す
。

多
数
と
参
加
〈
だ
さ
い
。

マ
日
時
七
月
八
日
午
後
五

時
集
合
、
七
月
九
日
正
午

解
散

マ
場
所

野
岳
湖
キ
ャ
ン
プ

り大村市政だよ(3) 

. 
司

腸パラの予防接種

[>該当者 3才から60才までのもの

(明治39年7月1日から昭和39年6月

30日までに生まれたもの〉

b料 金 無料

t接種要領

初回免疫のもの=生後36カ月から48

カ月の間に5日から10日までの間隔

をおいて3回接種する。

追加免疫のものー初回免疫の完了後

毎年一回接種する。

b接種をしてはいけないもの

有熱患者、心臓や血管系、じん臓そ

の他内臓に異常ある者、結核、糖尿

病、脚気、病後衰弱者、胸腺淋巴体

質の疑があるもの、アレルギー体質

の者〈ぜんそ〈、食飼性アレノレギー

等を有する者〉、 妊産婦(姫娠6カ

月までの妊婦を除¥)。 その他医師

が不適当と診断したもの。

じ〉実施日程

! 接種目
実施場所 l百目 2 回~ @]E! 
竹松出張所 i-::-:=，
萱瀬出張所 I6月26日!7月3日!?月10日

市役所 In C{'\ t"'1~ ，.， r::::I A ~ 
三浦診療所 !6月27日 7月4日I7月11日

市立病院 j6f:l2孟i示EE瓦
松原出張所 i6月29日 7月6日i7月13日

※接種時間はいずれも午後2時から
午後3時30分までとする

当
日
は
キ
ャ
ン
プ
フ
ア
イ

ャ
ー
を
行
な
い
、
翌
日
希
望

者
は
郡
岳
登
山
を
行
な
い
ま

す。歌
会
始
の
題
は
「
川
」

ト
締
切
は
十
月
十
日
l

昭
和
四
十
三
年
歌
会
始
の

お
題
が
、
「
川
」
と
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

一詠進
の
方
法
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

①
一
人
一
首
限
り
と
し
、
未

発
表
の
歌
で
あ
る
乙
と
。

②
詠
進
の
用
紙
は
、
半
紙
白

紙
一
枚
を
用
い
、
毛
筆
で

自
筆
の
こ
と
。
た
だ
し
、

盲
人
や
身
体
障
害
者
は
、

点
字
で
詠
進
し
、
ま
た
は

⑤ ④ ③  
〈封便あ日詠職所おつ書添のんも半
乙筒局てか進業、題折式え理がき紙
とに区先らのを氏とりはる由 、しに
。「内は十期書名歌に、乙を代 つ他
詠宮「月間〈 、、し半と 書筆 か人
進内東十は乙生左て紙。いのえが
歌庁京日、と年半右を て場あ代
L-L-中ま九。 月面 半横 別合り筆
とと央で月 日に面に 紙はま し
書し 郵 。一 、住にこ をそせて

し間よ本ま 市
?こ開り年し例 美
'催二にた年 日

す十限市五|詰
る五り美月九 l型
乙日九術に月惟
とま月展開聞を
にで二覧 催 催延
なの+会し決期
り四こをて疋
ま日日、 ~l

亡
人
の
靖
国
神
社
団
体
参
拝

者
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し

て
い
ま
す
。
希
望
者
は
福
祉

事
務
所
ま
た
は
遺
族
会
へ
申

込
み
〈
だ
さ
い
。

ム
と
き
七
月
十
日
か
ら
十

六
日
ま
で
六
泊
七
日

ム
資
格
戦
没
者
未
亡
人
で

靖
国
神
社
参
拝
者
募
集

県
主
催
に
よ
る
戦
没
者
未

こ
の
市
民
美
術
展
に
は
市

思
給
法
、
援
護
法
の
裁
定

を
受
け
て
お
り
、
現
在
ま

で
参
拝
し
た
乙
と
が
な
〈

ま
た
健
康
状
態
良
好
の
人

ム
費
用
必
要
経
費
の
半
額

を
県
が
負
担
し
、
個
人
負

担
額
は
八
千
円

ム
申
込
締
切
六
月
三
十
日

民
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
参
加

す
る
乙
と
が
で
き
ま
す
の
で

で
き
る
だ
け
た
〈
さ
ん
の
参

加
を
希
望
い
た
し
ま
す
。

な
お
例
年
の
県
美
術
展
覧

会
は
、
本
年
は
十
一
月
十
日

よ
り
十
九
日
ま
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
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町
め
子
三
万

標
本
室
に
は
、

大
村
家
に

二

同

研

究

所

の

庭

に

あ

る

い

コ
栃
f
権
設
f
d
q崎
市

⑨

百

年

来

伝

わ

っ

て

い

る

天

然

真

珠

貝

供

養

塔

…

ー

真
珠
や
、
真
珠
が
で
き
る
ま

・

園

麹

簿

事

怠

也

持

向

仏

国

立

真

珠

研

究

所

年

三

∞

ぎ

に

は

、

ロ

l

で、

真
珠
加
工
品
な
ど
を
展

圏

鯛

品

川
J
d
i
p
-

ペ
ィ
小
川
ゅん

~

調
圏

一
一一一
一
一
:
一一-一一一一一
級

八

(

大

村

支

所

マ

法

王

一
に
天
然
真
珠
を
お
〈

示
し

一
般
に
公
開
し
て
い
る

瀦
岡
沼

;

↑
一

一榊縦

臨
盛
期
線

旅

ン

v

~

真
珠
と

い
え
ば
、
三
重
県
っ
た
と
い
う
史
実
も
あ
る
。

昭
和
三
十
二
年
に
は
、
真
閤
鵬

'V
33…
?と

か

~

七

大

村
湾
が
東
西
の
双
壁
と

国
立
真
珠
研
究
所
大
村
支

円

真
珠
養
殖
法
発
明
五
十
周

臨

協

議

機

勺

一

(
い
わ
れ
る
。
屈
曲
の
多
い
大

所

は
、
長
崎
県
を
中
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と
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い
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も
静
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真
珠
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母
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盛
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す
る
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昭
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員
)
の
生
育
に
最
も
適
し
て
し
た
。
同
研
究
所
は
本
庁
舎

員
の
育
成
に
成
功
し
て
い
る

綴
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い
る
。
歴
史
的
に
も
、
大
村
の
ほ
か
に
生
物
化
学
実
験
室
所
長
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蓮
尾
真
澄
氏

一

腰

頭

脳
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~Jn
v
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員
奉
行
を
設
け
真
珠
員
標
本
室
、
飼
育
実
験
室
、
手
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員
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四
つ
ゆ
ど
き
の
注
意
事
項
】

大
村
市
内
の
交
通
事
故
は
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本
年
に
は
い
っ
て
、
う
な
ぎ

の
ぼ
り
に
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
お
り
、
昨
年
の
同
じ

時
期
に
比
べ
約
二
倍
と
な
っ

て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ

つ
ゆ

ど
き
を
む
か
え
、
ス
リ
ッ
プ

や
路
肩
軟
弱
に
よ
る
衝
突
、

転
落
事
故
が
考
え
ら
れ
ま
す

運
転
者
も
歩
行
者
も
、
つ

ぎ
の
乙
と
に
注
意
し
、
交
通

事
故
を
起
き
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

マ
運
転
者

①
ウ
イ
ン
ド
ガ
ラ
ス
の
手
入

れ
と
グ
リ

i
ナ
の
整
備
を

励
行
す
る
と
と
。

②
常
に
安
全
運
転
を
厳
守
し

特
に
前
方
注
視
を
怠
ら
な

い
乙
と
。

③
速
度
は
び
か
え
自
に
、
ブ

レ
ー
キ
は
早
自
に
心
が
け

急
制
動
、
急
ハ

y
ド
ル
を

し
な
〈
て
よ
い
よ
う
に
つ

と
め
る
乙
と
。

④
歩
行
者
や
、
自
動
車
の
動

向
に
注
意
す
る
乙
と
。

③
交
さ
点
、
横
断
歩
道
、
踏

切
で
は
必
ず
一

旦
停
車
し

安
全
確
認
を
励
行
す
る
こ

》}。

⑤
絶
対
に
無
理
な
追
越
し
を

し
な
い
こ
と
。

⑦
制
限
外
の
乗
車
、
積
載
、

と
〈
に
ト
ラ

ッ
ク
の
荷
台

乗
車
を
し
な
い
乙
と
c

③
離
合
の
と
き
は
、
お
互
に

ゆ
ず
り
あ
っ
て
、
安
全
な

場
所
を
選
ぶ
こ
と
。

⑨
二
輪
車
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
る
こ
と
。

⑩
泥
は
ね
に
注
意
す
る
こ
と

ご協力ありがとう

古切手収集運動

H
H

、
不
パ

l
ル

の
子
供
た
ち
を

結
核
か
ら
守
る

た
め
、
海
外
医

療
協
会
が
市
内
で
古
切
手
収

集
運
動
を
始
め
て
か
ら
二
年

た
ち
ま
し
た
。
-
二
年
間
の
聞

に
、
市
民
み
な
さ
ん
か
ら
送

ら
れ
た
切
手
の
数
は

三
万
五

千
枚
を
超
え
て
い
ま
す
.

ど
ん
な
切
手
で
も
結
構
で

す
。
机
の
引
出
し
、
家
の
茶

棚
の
中
に
あ
る
古
切
手
を
ど

し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

切
手
は
周
囲

一
セ
ン

チ
の
と

こ
ろ
か
ら
切
り
取
っ
て
、
大

村
市
玖
島
郷
大
村
市
役
所
総

務
課
へ
お
願
ひ
し
ま
す
。

今
年

一
月
か
ら
四
月
ま
で

の
聞
に
、
片
町
中
尾
亮
子
さ

ん
、
水
主
町
谷
野
悦
子
さ
ん

園
芸
高
校
造
園
科
三
年
生
一

同
、
池
田
郷
田
中
弘
行
さ
ん

水
田
町
松
本
一
さ
ん
、
大
村

市
農
協
職
員

一
岡
、
杭
出
津

三
区
森
び
で
き
ん
、
本
町
貞

松
時
計
居
職
員

一
同
、
西
小

路
久
保
川
雅
子
さ
ん
な
ど
か

ら
た
〈
さ
ん
の
切
手
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

と
、
ざ
い
ま
し
た
。

自
衛
官
募
集

陸
士
、
海
士
、
空
主
の
募

集
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

資
格
は
十
八
才
以
上
二
十

五
才
末
満
の
男
子
で
、
中
学

校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

試
験
は
毎
週
金
曜
日
に
行

な
っ
て
い
ま
す
。

〈
わ
し
い
乙
と
は
市
役
所

市
民
課
、
ま
た
は
大
村
部
隊

に
お
た
ず
ね
〈
だ
さ
い
。


